
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 単元観 

本単元は，学習指導要領のＣ－(１)の，具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それら

の変化や対応を調べることを通して，関数ｙ＝ａｘ２について理解するとともに，関数関係を見

い出し表現し考察する能力を伸ばすことをねらいとする。 
第１学年では，比例，反比例，第２学年では，一次関数を取り扱っている。いずれも具体的な

事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを通して関数関係を見い

出し表現し考察する能力を漸次高めてきている。 
第３学年では，これまでと同様に，具体的な事象における二つの数量の変化や対応を調べるこ 

とを通して，関数ｙ＝ａｘ２を考察する。その際，表，式，グラフを相互に関連付けながら，変

化の割合やグラフの特徴など関数の理解を一層深める。また，比例，反比例，一次関数，関数

ｙ＝ａｘ２以外に，交通機関や宅配便の料金のように二つの数量の関係を式で表すことが困難な

場合についても学習していくことで，関数関係の理解をさらに深める。 
 
２ 生徒観 

下記の表は，本年度の全国学力・学習状況調査の結果の一部である。 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
特に表の①については，「縦の長さは面積の関数である」と回答した生徒が３０．０％おり，

関数関係を正確に捉えられていない生徒が多いことが分かった。また，②では「グラフの読み取

り」，③では「事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に説明する力」にもそれぞれ課

題が見られた。 
 
３ 指導観 

本単元の指導にあたっては，単元の導入やパフォーマンス課題においてなじみの深い図形や日

常にある事象の数量関係に注目し，実験活動を通して，ｙ＝ａｘ２という関数を身近に感じさせ

るとともに，関心・意欲を持って学習に臨ませる。また，単元を通して，「問題解決的な学習」

を基本にしながら，学習した事や思考の過程を整理させるなど書く活動に重点を置き，論理的思

考力や表現力の向上を図る。さらに，全員が課題解決できることを目指し，意図的に４人班やペ

アワークを仕組み，教え合いの場や考えを共有する場を設定する。また，本単元の学習に対する

「学びの足跡」が残せるよう，コンセプトマップやワークシート，思考ツール等の工夫・提示を

行う。このことによって，関数に対する意味や理解を深めさせる。 

また単元全体を通して，特に以下の２点をポイントに置き指導を行う。 

①日常的な事象の考察のために表や式，グラフを用いたり活用したりする場面を仕組む。 

②問題解決の手法を数学的な表現を用いて的確に説明する場面を仕組む。  

① 単 元 について（単 元 観 ・生 徒 観 ・指 導 観 ） 

数学 第３学年 福山市立城北中学校 指導者 菅 隆幸 

   
 
 
 

関数ｙ＝ａｘ２  ～関数の見方や考え方を広げよう～ 
単
元
名 

本単元で育成する資質・能力 
知識・技能  思考力・判断力・表現力   

主体的に学ぶ力  他者とかかわる力   

項目 問題番号 問題の概要 
正答率（％） 

本校 広島県 全国 

① 
Ａ問題 

９ 
長方形の縦の長さと面積の関係を，「・・・は・・・の関数であ
る」という形で表現する 

24.2 21.9 20.6 

② 
Ａ問題 

１２ 
線香が燃えるときの時間と長さの関係を表したグラフを基
に，２㎝燃えるときの時間を選ぶ 

65.5 66.6 67.6 

③ 
Ｂ問題 
３（２） 

与えられた表やグラフを用いて，貯水量が 1500 万㎥になる
までに５月３１日から経過した日数を求める方法を説明する 

23.8 19.2 18.4 



 
 
１ 単元の目標 

（１）事象の中には関数ｙ＝ａｘ２としてとらえられるものがあることを知ることができる。 
（２）関数ｙ＝ａｘ２について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解することができる。 
（３）関数ｙ＝ａｘ２を用いて具体的な事象をとらえ説明することができる。 
（４）いろいろな事象の中に，関数関係があることを理解することができる。 
 

２ 単元の評価規準 

ア 数学への 

関心・意欲・態度 
イ 数学的な見方や考え方 ウ 数学的な技能 

エ 数量や図形などに 

ついての知識・理解 

様々な事象を関数ｙ＝ａｘ
２

などとして捉えたり，表，

式，グラフなどで表したり

するなど，数学的に考え表

現することに関心をもち，

意欲的に数学を問題解決に

活用して考えたり判断した

りしようとしている。 

関数ｙ＝ａｘ
２
などについ

ての基礎的・基本的な知識

及び技能を活用しながら，

事象に潜む関係や法則を見

い出したり，数学的な推論

の方法を用いて論理的に考

察し表現したり，その過程

を振り返って考えを深めた

りするなど，数学的な見方

や考え方を身に付けている。 

関数ｙ＝ａｘ
２
の関係など

を，表，式，グラフを用い

て的確に表現したり，数学

的に処理したりするなど，

技能を身に付けている。 

事象の中には関数ｙ＝ａｘ
２

などとして捉えられるもの

があることや，関数ｙ＝ａｘ
２

の表，式，グラフの関連な

どを理解し，知識を身に付

けている。 

 
３ 本単元で育成を目指す資質・能力 
（１）本校の設定した資質・能力と本単元との関わり 

資質・能力 特に身に付けさせたい力 
本単元での
育成・評価 

知識・技能 知 ①学習したことを自ら語れる力（知の構造化） ○ 

思 考 力・ 
判 断 力・ 
表 現 力・ 

思 

①根拠をもとに，正しい判断をする力（論理的思考力） ○ 

②よりよい解決のため，いろいろな見方・考え方を持つ力（批判的思考力） ○ 

③自分の考えを相手が納得できるよう分かりやすく伝える力（言語力） ○ 

主体的に学ぶ力 主 ①自ら課題を見いだし，解決しようとする力 ○ 

他者とかかわる力 他 
①他者と協力（協働）し，課題を解決しようとする力 ○ 

②他者とのかかわりを通して，自分の考えを深めたり広げたりしようとする力 ○ 

社会貢献力 社 ①よりよい地域社会のために，何をすべきかを考え実行しようとする力 － 

自己形成力 自 
①前向きにチャレンジし，より自律・自立した人間になろうとする力 － 

②自信を持つ力 － 
 
 

（２）本単元で本校の設定した資質・能力を身に付けさせるための手立て 

資質・能力 資質・能力を身に付けさせるための手立て 

知－① 
数学的用語を使った表現を常に心がけさせる。 
コンセプトマップ（自作の単元構造図）により学習したことを構造的に整理させる。 

思－① 
表，式，グラフの特徴から関数ｙ＝ａｘ２の特徴を見い出し，その特徴を根拠にした説明をさ
せる。 

思－② 課題解決のための見通しを持たせ，共有する場を設定する。 

思－③ グループ内で全員が表・式・グラフ等を用いて考えを発表する場を設定する。 

主－① 
「なぜ？」「やってみたい」などと，自らが課題解決のための必然性を感じさせるようなパ
フォーマンス課題を設定する。 

他－① 難易度の高い課題を設定するとともに，他者と協力（協働）して解決する場を設定する。 

他－② 学習したことのまとめや振り返りを他者と交流する場を設定する。 

 

② 単 元 の目 標 と身 に付 けさせたい力 について  



 
 
１ 単元の全体像（Ⅰ：学習内容，Ⅱ：学習活動，Ⅲ：単元として生徒に身に付けさせたい力） 

Ⅰ具体的な事象の中にある２つの数量関係について，Ⅱそれらの変化や対応を調べることを通して，

Ⅲ関数の理解を深めるとともに，関数関係を見い出し表現し考察する能力を一層伸ばす。 

 

２ 単元の終末で見取るパフォーマンス評価 

パフォーマンス課題① 評価基準 

 あなたは，ブランコの設計者です。ビルの
オーナーから「アルプスの少女ハイジが乗っ
ているブランコと同じブランコを私のビル
に作ってくれ」と言われました。 
ハイジが乗っているロープの「長さ」を調べ，
依頼者のビルに同じブランコが設置可能か
どうか考察しなさい。 

Ａ 
他者と協力して，「長さ」と「周期」の関係を見いだし，
表，式，グラフのいずれかを用いて「長さ」を求め，考察
をまとめることができている。  

Ｂ 
他者と協力して，表，式，グラフ等から「長さ」を求める
方法を理解し，その結果をもとに考察をまとめることがで
きている。 

Ｃ 他者と協力して，ハイジのブランコのロープの長さを求
め，考察をまとめようとしている。 

パフォーマンス課題② 評価基準 

陸上部のあなたはマラソンの練習をして
います。あなたが一定の速さで走り，地点Ａ
を通過した瞬間に，あなたに給水ボトルを渡
そうと菅先生が地点Ａから自転車であなた
と同じ方向に走り出しました。菅先生はあな
たに追いつくことができるのか，またはでき
ないのか学習した事を使って考察しなさい。 

Ａ 他者と協力して結論を導き，その結論を表や式，グラフ等の

数学的な表現を用いて，的確に説明することができている。 

Ｂ 
他者と協力して，資料から必要な情報を取り出し，それを

表や式，グラフ等で整理・分析して結論を導き出すことが

できている。 

Ｃ 他者と協力して，資料から必要な情報を取り出し，課題を

解決しようとしている。 

 

３ 学習内容と評価の計画 

学習
過程 

時 
○本時のめあて 

●学習内容 

評     価 

関 考 技 知 
評価規準 

（評価方法） 
【資質・能力】 

※評価規準の太字ゴシ
ック体の部分におい
て本校が設定した資
質・能力を評価する。 

課
題
の
設
定 

１ 

○２つの数量関係を調べることができる 

●２乗に比例する関数の存在 

●既習した関数との比較 ○    

いろいろな事象と関数に関心を持ち，比例

や反比例，一次関数でもない関数があるこ

とを自ら見いだそうとしている。 

（行動観察）【主－①】 

情
報
の
収
集 

２ 

○関数ｙ＝ａｘ２の値の変化と対応につい

て調べることができる 
●関数ｙ＝ａｘ２の値の変化と対応 

 ○   

具体的な事象の中から関数ｙ＝ａｘ２の

値の変化や対応の仕方について，表を使っ

て調べ，説明することができる。 

（ノート・発言内容）【思－③】 

３ 

○関数ｙ＝ａｘ２の式を求めることができ

る 

●関数ｙ＝ａｘ２の式の求め方とその使い

方 

  ◎  

与えられた情報から，関数ｙ＝ａｘ２の式

を求めることができる。 

（ノート・行動観察） 

４ 

５ 

○関数ｙ＝ａｘ２のグラフをかくことがで

きる 

●関数ｙ＝ａｘ２のグラフの特徴とかき方   ◎  

与えられた情報から，関数ｙ＝ａｘ２のグ

ラフの特徴を理解し，かくことができる。 

（ノート・行動観察） 

整
理
・
分
析 

６ 

○関数ｙ＝ａｘ２の表・式・グラフの関係

を整理することができる 

●表・式・グラフの関係の整理 

 
   ◎ 

関数ｙ＝ａｘ２の表・式・グラフとの関係

を整理し，関連付けることができる。 

（コンセプトマップ・行動観察）【知－①】 

③ 単 元 計 画  



情
報
の
収
集 

７ 

○ｙ＝ａｘ２の値の変化について調べること

ができる① 

●ｙ＝ａｘ２の値の変化 

（最大値・最小値・変域） 

   ○ 

関数ｙ＝ａｘ２のグラフについて，最大値

と最小値の意味を理解し，変域のあるグラ

フの最大値・最小値を読み取ることができ

る。（発言内容・行動観察） 

８ 

○ｙ＝ａｘ２の値の変化について調べること

ができる② 

●ｙ＝ａｘ２の値の変化（変化の割合）   ◎  

関数ｙ＝ａｘ２の変化の割合の意味を理

解し，変化の割合が一定でないことや変化

の割合の求め方を，表やグラフをもとに説

明することができる。 

（ノート・行動観察）【知－①】 

９ 

○ｙ＝ａｘ２の値の変化について調べること

ができる③ 

●ｙ＝ａｘ２の値の変化（変化の割合） 
 ○   

関数ｙ＝ａｘ２の変化の割合が，落下運動

においてどんなことを意味するかを考察

することができる。 

（ワークシート・行動観察） 

 

整
理
・
分
析 

 

10 

○これまで学習した関数の値の変化につ

いて，特徴を整理することができる 

●比例・反比例・一次関数・関数ｙ＝ａｘ２

の値の変化における特徴の整理 

   ◎ 

今まで学習してきた関数における値の変

化の仕方について，グラフや表を使って，

整理することができる。 

（コンセプトマップ）【知－①】 

ま
と
め
・
創
造
・
表
現 

11 

○２つの数量関係をグラフに表し，必要な

情報をグラフから読み取ることができる 
●関数の活用（図形の移動）  ◎   

具体的な事象を，関数ｙ＝ａｘ２を利用し

て考察し，自らの考えで結論を導くことが

できる。 

（ワークシート・行動観察） 

【思－①，②，③】 

12 

【パフォーマンス課題①】 

○パフォーマンス課題①の解決方法を考

えることができる 

●関数の活用（振り子の長さと周期の関係） 

○    

具体的な事象から取り出した２つの数量

の関係について調べ，協働的に情報収集す

ることがきる。 

（行動観察）【主－①，他－①】 

13 

○学習したことを使って，パフォーマンス

課題①を解決することができる 

●関数の活用（振り子の長さと周期の関係） 

                

 ◎   

見いだした解決方法を使って，協働的に課

題を解決することができる。 

（ワークシート・行動観察） 

【思－①，他－①】 

14 

○学習したことを使って，日常にある課題

を解決することができる 

●関数の活用（スピードと停止距離） 

 

 ◎   

具体的な事象から，既習の関数関係を見い

だし，その変化や対応の特徴を捉え，表や

式，グラフなどを用いて課題解決すること

ができる。 

（ワークシート）【思－①，②，③】 

実
行 15 

【パフォーマンス課題②】 

○学習したことを使って，パフォーマンス

課題②を解決することができる 

●関数の活用（直線と放物線） 

 ◎   

具体的な事象から，既習の関数関係を見い

だし，その関係をもとに自ら課題解決する

ことができる。 

（ワークシート） 

【主－①，思－①】 

情
報
の
収
集 

課
題
の
設
定 

16 

○未知の関数について調べることができる 

●これまでに学習してことのない，いろい

ろな関数（三角関数・指数関数・対数関

数・階段関数等）の存在を知る。 

○    

これまでに学習していない関数の存在に

気づき，それらの特徴を自ら見いだそうと

している。 

（ワークシート・行動観察） 

17 

○階段関数を用いて問題を解決することが 

できる 

●いろいろな関数（階段関数）  ◎   

具体的な事象から，２つの数量関係を表や

グラフで整理し，そこから必要な情報を表

やグラフから読み取ることができる。 

（ワークシート）【思－①，②，③】 

振
り
返
り 

18 

○学びの過程を振り返り学習した事をま

とめることができる 

●単元の学習の振り返り 

●「関数」とは何か 

   ◎ 

本単元を学習して，何を学習したのか，ど

んな知識・技能を得たのかを振り返ること

ができる。 

（コンセプトマップ，振り返りシート） 

【知－①，他－②】 

 
 
 



 
 
１ 本時の目標 
  具体的な事象の変化や対応を調べる活動を通して，これまで学んだ関数とは異なる関数関係が

あることに気づくことができる。 
２ 本時の評価 

評価規準 評価基準 
ア 

いろいろな事象と関数に関心を持ち，比

例や反比例，一次関数でもない関数があ

ることを自ら見いだそうとしている。 

（行動観察）【主－①】 

Ａ 既習の関数関係ではない関数の存在に気づき，その数量の規則性や

関係を見いだそうとしている。 
Ｂ 既習の関数関係ではない関数の存在に気づくことができる。 

Ｃ 既習の関数関係の特徴を整理することができる。 

３ 準備物 
  ワークシート 
４ 学習展開（１限目/１８） 

学習
過程 課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・創造・表現 実行 振り返り 

学 習 活 動 
○予想される生徒の思考 

指導上の留意点 
評価規準 

(評価方法) 
【資質・能力】 

導
入
（
５
分
） 

 
・関数とは何であるかを振り返る。 
 
 
 
 

・「関数とは何か」という問いに対して，生徒がど

のように捉えているかを確認する。 
・関数の定義について再度確認をしておく。 
 特に「・・・ｙの値もただ一つ定まる」という表 
現はしっかりと押さえる。 

 
 
 

 

展
開
（
４
０
分
） 

・比例と反比例，１次関数のそれ 

ぞれについて，表や式，グラフ 

の特徴を振り返り整理する。 

 

 

 

 

・それぞれの特徴をグループごと 

共有する。 

（Ｈ…はっきり表現する） 

（Ｋ…くり返し挑戦する） 

・斜面を転がるボールについて，転

がり始めてからの「時間」と転が

る「距離」の関係を調べた表をも

とに，数量関係を調べる。 

 

 

 

 

（Ｊ…じっくり考える） 

・ワークシートへ以下の図のように，表・式・グラ

フの特徴をそれぞれ分けて整理させる。 

 

 

 

 

 

・特徴を共有する際には，間違った表現や記入につ

いて修正をさせる。 

 

・斜面を転がるボールについて，転がり始めてから

の「時間」と転がる「距離」の数量関係を調べる

際に，グラフ等もかいて調べられるようワークシ

ートへ図も入れておく。 

・表からこの数量関係は関数であることと，今まで

学習した関数関係ではないことを，本時で整理し

た比例や反比例，１次関数の特徴をもとに説明を

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 

いろいろな事象と

関数に関心を持

ち，比例や反比例，

一次関数でもない

関数があることを

自ら見いだそうと

している。 

（行動観察） 

【主－①】 

ま
と
め 

（
５
分
） 

・本時のまとめと本単元の見通しを 
確認する。 

・ｙ＝ａｘ＋ｂの形で表すことができるとき，ｙは 
ｘの一次関数であるということと，比例ｙ＝ａｘ 
は，ｂ＝０のときの特別な場合であることを確認 
する。 

・日常の世界には，基準量から一定の間隔で増加し

たり減少したりする関係はたくさんある。そうい

った事象について学習していくことを確認する。 

 

④ 本 時 の学 習 （１/１８） 

【本時のめあて】 
２つの数量関係を調べることができる 

○関数の定義って何だったか

な？ 

 

○比例・反比例・１次関数の

特徴ってどういったものが

あったかな？ 

 

○あれ？表からもグラフにし

ても，今までの関数とはな

んか違うぞ！ 

 



 
 
１ 本時の目標 
  具体的な事象の変化や対応を調べることを通して，２乗に比例する関数ｙ＝ａｘ２について理

解しその特徴を説明することができる。 
２ 本時の評価 

評価規準 評価基準 
イ 

具体的な事象の中から関数ｙ＝ａｘ２の

値の変化や対応の仕方について，表を使

って調べ，説明することができる。 

（ノート・発言内容）【思－③】 

Ａ ２乗に比例する関数の変化の特徴を捉えるとともに，ｘを２乗した値と

ｙの値とが比例の関係にあることを表をもとに説明することができる。 

Ｂ ２乗に比例する関数の変化の特徴を捉えるとともに，ｘを２乗した値

とｙの値とが比例の関係にあることに気づくことができる。 
Ｃ 説明を聞いて変化や対応の仕方について理解することができる。 

３ 準備物 
  掲示物（前時の斜面にボールを転がしたときの「時間」と「距離」の関係） 
４ 学習展開（２限目/１８） 

学習
過程 課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・創造・表現 実行 振り返り 

学 習 活 動 
○予想される生徒の思考 

指導上の留意点 
評価規準 

(評価方法) 
【資質・能力】 

導
入
（
５
分
） 

 
・前時の斜面にボールを転がした 
ときの「時間」と「距離」の関係 
を再度掲示物で確認する。 

 
 
 
 

・２つの数量関係が関数関係（「距離」は「時間」

の関数）であることを確認する。 
・表，式，グラフいずれの特徴も既習の関数関係で

はないことを確認する。 

 

展
開
（
４
０
分
） 

・表をもとに，ｘ「時間」とｙ「距

離」の値の変化の仕方について調

べる。 

 

 

 

・表から，ｘ「時間」とｙ「距離」

の値の対応の仕方について調べ

る。 

（Ｊ…じっくり考える） 

（Ｈ…はっきり表現する） 

・問をする 

 

 

  

 

 
 
（Ｋ…くり返し挑戦する） 

・「値の変化の仕方」という表現が分かりにくい生

徒もいることから，前時でまとめた比例，反比例，

１次関数の値の変化の仕方について確認し，イメ

ージを持たせる。 

・「ｘの値が２倍，３倍，…となると，それに伴っ

て，ｙの値は４倍，９倍，…となる」という表現

も押さえておく。 

・ｘ２の値も表に追加し，ｘ２した値とｙの値とが比

例の関係にあることを確認し，関数関係の式化に

つなげる。 

 
 

・ｙをｘの式で表したとき，どのような 

形であれば，２乗に比例するといえる

のか，また，既習事項である，比例や

反比例，１次関数はどのような式で表

されたのかも確認し，式によって，関

数関係を比較・分類できることを押さ

えておく。       

イ 

具体的な事象の中

から関数ｙ＝ａｘ２

の値の変化や対応

の仕方について，表

を使って調べ，説明

することができる。 

（ノート・発言内

容）【思－③】 

ま
と
め 

（
５
分
） 

・２乗に比例する関数について，ｘ 

 とｙの値における変化と対応の

仕方についてまとめる。 

・２乗に比例する関数では，「ｘの値が２倍，３倍，

…となると，それに伴って，ｙの値は４倍，９倍，

…となる」という変化の仕方に特徴があること， 

 また，ｘ２に決まった数をかけるとｙの値が求め

られる（ｙはｘの２乗に比例する）という対応の

仕方にも特徴があることを再度確認する。 

 

④ 本 時 の学 習 （２/１８） 

【本時のめあて】 
関数ｙ＝ａｘ２の値の変化と対応について調べることができる 

○２乗に比例する関数では， 

 今までの関数とは違う値の

変化の仕方をしているんだ

ね。式はどうやって表すこ

とができるのかな？ 



 
 
１ 本時の目標 
  ２乗に比例する関数の式を求めることができる。 
２ 本時の評価 

評価規準 評価基準 
ウ 

与えられた情報から，関数ｙ＝ａｘ２の

式を求めることができる。 

（ノート・行動観察） 

Ａ 与えられた情報をもとに，計算や表を利用するにより，２乗に比例する

関数ｙ＝ａｘ２の式を求めることができる。 

Ｂ 与えられた情報をもとに，計算または表を利用することのどちらかの方

法で，２乗に比例する関数ｙ＝ａｘ２の式を求めることができる。 

Ｃ 与えられた情報をもとに，計算や表を利用するにより，２乗に比例する

関数ｙ＝ａｘ２の式を求められることが理解できる。 
３ 準備物 
  特になし 
４ 学習展開（３限目/１８） 

学習
過程 課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・創造・表現 実行 振り返り 

学 習 活 動 
○予想される生徒の思考 

指導上の留意点 
評価規準 

(評価方法) 

導
入
（
５
分
） 

 
・一次関数の式を求めるためには， 
 どんな情報が必要か確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

・一次関数の式の一般形ｙ＝ａｘ＋ｂを示し，これ

で表やグラフがかけるかどうかを問う。その後，

２乗に比例数する関数の式を求めるためには，ａ

の値が定まらないといけないことを生徒に気づか

せ，本時は与えられた情報からどのようにして，

ａの値を決定し２乗に比例する関数の式を求めて

いくのかを考えることを確認する。 
 
  
 

 

展
開
（
４
０
分
） 

・例題をもとに，与えられた情報か

ら式を求める方法を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・求めた式をもとに，示されたｘの

値に対するｙの値を求める方法

を確認する。 

 

 

・問をする 

 

 

 
 
（Ｋ…くり返し挑戦する） 

・ｙがｘの２乗に比例することが分かっていると 

き，１組のｘ，ｙの値が与えられれば，その式  

（比例定数）が求められることを理解させる。 

また，比例定数を決定するために，計算により求

める方法だけではなく，下記の図のように表を使

って比例定数を決定する方法も確認する。 

 

 

 

 

・求めた式にｘの値を代入する方法や表をもとにｘ

の値の変化に対するｙの値の変化に着目して，例

えば，ｘの値が３倍になっていれば，ｙの値は９

倍することで求められることも確認する。 

 

     ・式を求める過程，及びｘの値に対する 

      ｙの値を求める過程については，きち

ん     んとノートに記載させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 

与えられた情報か

ら，関数ｙ＝ａｘ２

の式を求めること

ができる。 

（ノート・行動観察） 

ま
と
め 

（
５
分
） 

・式の求め方について，本時で学習 
した内容をまとめる。 

・２乗に比例する関数の式を求める方法には，ｙ＝ 
ａｘ２に１組のｘとｙの値の組を代入することで

求められること，また，表をもとに比例定数を求

めることができることを確認する。 

 

④ 本 時 の学 習 （３/１８） 

【本時のめあて】 
関数ｙ＝ａｘ２の式を求めることができる 

○そういえば，比例の式を求

めるときにもａの値を求め

たね。 

○私は，計算によって式を求
める方法は理解できたけ
ど，ちょっと自分でかくの
には自信がないな。でも表
を書いて比例定数を求める
方法ならうまく書けそうな
気がする。 

○僕は，表を書くより計算し
て式を求める方が，比例定
数を求める流れが分かるか
らいいな。 



 
 
１ 本時の目標 
 ①関数ｙ＝ａｘ２のグラフは放物線になることを理解し，グラフをかくことができる。 
 ②関数ｙ＝ａｘ２のグラフの特徴を，比例定数ａの符号や絶対値と関連付けて理解することができる。 
２ 本時の評価 

評価規準 評価基準 
ウ 

与えられた情報から，関数ｙ＝ａｘ２の

グラフの特徴を理解し，かくことができ

る。 

（ノート・行動観察） 

Ａ ｙ＝ａｘ２のグラフの特徴を３つ以上見いだすことができ，放物線の

グラフを正確にかくことができる。 

Ｂ ｙ＝ａｘ２のグラフの特徴を１つ以上見いだすことができ，放物線の

グラフを正確にかくことができる。 
Ｃ ｙ＝ａｘ２のグラフの特徴やグラフのかき方を理解することができる。 

３ 準備物 
  ワークシート 
４ 学習展開（４・５限目/１８）  
学習
過程 課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・創造・表現 実行 振り返り 

学 習 活 動 
○予想される生徒の思考 

指導上の留意点 
評価規準 

(評価方法) 

導
入
（
１
０
分
） 

・関数ｙ＝ｘ２のグラフについて，

表をもとに図（座標平面）に座標

をプロットし，そのグラフの概形

がｙ軸を対象の軸とする曲線（放

物線）になることを確認する。 

 

 

 

・関数ｙ＝ｘ２のグラフの関係を表にまとめたも

のを示し，ワークシートにある図（座標平面）上

に座標をプロットさせ，グラフの慨形についての

特徴を調べさせる。 

 

展
開
①
（
４
０
分
） 

・ｙ＝ａｘ２のグラフの慨形につい

て理解する。 

（Ｈ…はっきり表現する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ｙ＝ａｘ２のグラフの正確なかき

方について考える。 

（Ｊ…じっくり考える） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
・ｙ＝ｘ２，ｙ＝２ｘ２，ｙ＝１/２ 

 ｘ２のグラフをかく 

（Ｋ…くり返し挑戦する） 

・ｘの値を-１から１まで 0.1 おきにとってｙの値を

求め，それを表と図にかきいれ，ｙ＝ａｘ２のグラ

フは原点を通りｙ軸に対称な曲線になることを確

認する。 

 

 

 

 

 

 

・反比例のグラフ（曲線のグラフ） 

のかき方を振り返り，手書きで 

曲線をかくためにはなるべくた 

くさんの座標をとることや座標 

がとることができないところも， 

その前後の座標をイメージして， 

グラフの慨形をかくことが大切 

であることを，確認する。 

 

 
 
・４人班で練習をさせ，お互いに 

正しくグラフがかけているかを  

確認させるとともに，机間指導 

により確認する。 

ウ 

与えられた情報か

ら，関数ｙ＝ａｘ２

のグラフの特徴を

理解し，かくこと

ができる。 

（ノート・行動観

察） 

④ 本 時 の学 習 （４・５/１８） 

【本時のめあて】 
関数ｙ＝ａｘ２のグラフをかくことができる 

○今までのグラフとは全然違

う形だな。 

○ｙ＝ａｘ２のグラフは曲線

になるのか，それじゃ定規

を使ってグラフをかくこと

はできないな。 

○ｙ＝ａｘ２のグラフのグラ

フをかくときには，いろい

ろと注意しないといけない

ことが多いいな。 



展
開
②
（
４
０
分
） 

 
・ｙ＝ｘ２，ｙ＝－ｘ２，ｙ＝２ｘ２ 
 ｙ＝－２ｘ２，ｙ＝１ /２ｘ２， 
ｙ＝－１/２ｘ２のグラフをもと 
に，ｙ＝ａｘ２のグラフの特徴に 
ついて調べる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（Ｊ…じっくり考える） 

・ｙ＝ａｘ２のグラフの特徴につい

て調べた結果を交流し，正しい特

徴について確認する。 
（Ｈ…はっきり表現する） 

 
 
 
 
 
 
 
  
・ノートに再度ｙ＝ａｘ２のグラフ

の特徴を整理する。 
 
 
 
 
・数学の学習（ワーク）で，これま

での学習した内容を踏まえて演

習する。 
（Ｋ…くり返し挑戦する） 

 
・右の図をもとになるべく 
数学的な表現を用いて， 
ｙ＝ａｘ２のグラフの特 
徴をワークシートに思い 
つくだけ記入させる。 

・４人班になり，お互いに 
 調べた特徴を交流し，新 
たな発見等があれば追記 
させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
・比例定数が「正のとき」，「負のとき」の表現を， 
 ａ＞０やａ＜０で表現することを確認しておく。 
・ｘ軸について対称なグラフの式の組を表す際に， 
 一方をｙ＝ａｘ２，もう一方をｙ＝－ａｘ２と表現

すること確認しておく。 
・「ａ（比例定数）の絶対値が大きいほど，グラフ

の開き方は小さい」という特徴について，生徒は， 
 「ａの値が大きいほど，グラフの開き方は小さい」 
 と誤って表現しがちである。具体的にａの値が負 

 の数であるときを考えさせ，「絶対値」という表

現にしなければいけない理由を理解させる。 
 
・間違っている情報は消すことなく赤ペンで修正さ

せること，また，正しい表現を用いて特徴を整理

することを確認する。 
・机間指導により，確認をする。 
 
 
・４人班により，教え合いを中心に演習を進めさせ

る。また，特に支援が必要なグループを中心に個

別の指導を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 

与えられた情報か

ら，関数ｙ＝ａｘ２

のグラフの特徴を

理解し，かくこと

ができる。 

（ノート・行動観

察） 

 
 

ま
と
め
（
１
０
分
） 

・グラフの特徴及びグラフのかき方

の留意点を再度確認する。 
 
  

・グラフのかき方については，座標をなるべく多く

とること，放物線は原点を通る曲線であること， 
 をしっかりを押さえておく。 
・グラフの特徴については，全体で確認した事を再

度復唱させるとともに，日常にある投てき運動や

落下運動，パラボラアンテナ（放物線を描く曲線

は，放物線に対して直進してきたものを１点に集

める＝焦点）の特徴など，様々な所で放物線が現

れることを紹介し，２乗に比例する関数について

の興味・関心を喚起させる。 

 

 
 
 
 
 
 
 

○どのグラフにも共通してい

るものは何だろう？ 

○どれも原点を通っている。 

○ｘ軸について対称なグラフ

の組がいくつかあるな。 
○どのグラフもｙ軸について

対称になっている。 
○比例定数の絶対値が大きい

ほど放物線の開きぐあいが

小さいな。 
 



 
 
１ 本時の目標 
  関数ｙ＝ａｘ２の表，式，グラフの関連などを理解し，知識を身に付けている。 
２ 本時の評価 

評価規準 評価基準 
エ 

関数ｙ＝ａｘ２の表・式・グラフとの関

係を整理し，関連付けることができる。 

（コンセプトマップ・行動観察） 

【知－①】 

Ａ 表・式・グラフとの関係を簡潔にまとめ，数学的な表現を正しく用

いて，コンセプトマップに整理することができる。 

Ｂ 表・式・グラフとの関係を簡潔にまとめ，コンセプトマップに整理す

ることができる。 

Ｃ 表・式・グラフとの関係をコンセプトマップにまとめることができ

る。 
３ 準備物 
  コンセプトマップ 
４ 学習展開（６限目/１８） 

学習
過程 課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・創造・表現 実行 振り返り 

学 習 活 動 
○予想される生徒の思考 

指導上の留意点 
評価規準 

(評価方法) 
【資質・能力】 

振
り
返
り 

（
１
０
分
） 

・これまで５時間をかけて学習して 
きたことを振り返る。 

（Ｋ…くり返し挑戦する） 

・教科書，ノートをもとにめあてを見ながらどのよ 

うな学習をしてきたのかを１時間ごと，以下の内 

容をキーワードに挙げ簡単に振り返らせる。 

○１時間目：①関数とは？②既習の関数の特徴は？

○２時間目：関数ｙ＝ａｘ２とはどんな関数？ 

○３時間目：関数ｙ＝ａｘ２の式とその求め方は？

○４・５時間目：関数ｙ＝ａｘ２のグラフの特徴と

そのかき方は？ 

・黒板に，振り返りで出た生徒の発言を残しておく。

 

導
入 

（
５
分
） 

・本時のめあてを確認する。 
 
 
 

・１時間毎に学習してきたこと整理し，関連付ける

ことで，単元の終末におけるパフォーマンス課題

で十分なパフォーマンスを発揮するために，学び

の足跡を１枚の用紙にコンセプトマップ（概念地

図）としてまとめることを確認する。 

 
 
  

 

展
開
（
２
０
分
） 

・コンセプトマップを作成する。 

（Ｈ…はっきり表現する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教科書，ノートをもとにコンセプトマップの以下 
の範囲を仕上げさせる。 

・作成したものについて机間指導を行い，特に誤字 
 や意味の間違いについては，指導する。 

【コンセプトマップ：１～５時間分】 
 

エ 

関数ｙ＝ａｘ２の

表・式・グラフと

の関係を整理し，

関連付けることが

できる。 

（コンセプトマッ

プ・行動観察） 

【知－①】 

ま
と
め 

（
１
５
分
） 

 
・本時のまとめをする。 

 

・前時まで学習した事を振り返り，

評価問題を解く。（10 分間） 

 （Ｋ…くり返し挑戦する） 

・コンセプトマップは完成後評価することを伝える。 

 
・評価問題を解かせ，これまでの学習内容の到達度

を見取る。 

 

④ 本 時 の学 習 （６/１８） 

【本時のめあて】 
関数ｙ＝ａｘ２の表・式・グラフの関係を整理することができる 

○どのようにすれば，分かり

やすくまとめられるかな。 

○学習した事を整理すると， 

 頭の中も整理できるね。 

○今まで学習してきた関数の

特徴を整理すると違いや共

通点がよく分かるね。 

○表と式，グラフの特徴を整

理するとそれぞれのつなが

りがよく分かるね。 

○これまで５時間でどんなこ

とを学習したか整理できて

いないな。 



 
 
１ 本時の目標 
  関数ｙ＝ａｘ２の値の変化及び最小値，最大値，変域などについて理解することができる。 
２ 本時の評価 

評価規準 評価基準 
エ 
関数ｙ＝ａｘ２のグラフについて，最大

値と最小値の意味を理解し，変域のある

グラフの最大値・最小値を読み取ること

ができる。（発言内容・行動観察） 

Ａ 変域のある関数ｙ＝ａｘ２のグラフをかいて，最大値・最小値を読み

取ることができる。 

Ｂ グラフから最大値・最小値を読み取ることができる。 

Ｃ 最大値・最小値の意味を理解することができる。 

３ 準備物 
  ワークシート 
４ 学習展開（７限目/１８） 

学習
過程 課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・創造・表現 実行 振り返り 

学 習 活 動 
○予想される生徒の思考 

指導上の留意点 
評価規準 

(評価方法) 

導
入
（
５
分
） 

 
・ｙ＝２ｘ＋３のグラフとｙ＝２ｘ

＋３（２≦ｘ≦４）のグラフから

ｙの最大値や最小値を読み取る。 

 

 

 

 

 

・１次関数では，ｙの最大値や最小値は特定しなかっ

たが，変域の限られている場合には，ｙの最大値や

最小値が存在することを確認し，関数ｙ＝ａｘ２

（変域があるものも含めて）についても最大値や最

小値の存在について考えることを確認する。 

 

展
開
（
４
０
分
） 

・ｙ＝ｘ２とｙ＝－ｘ２について，ｙ

の最大値・最小値について考える。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
・ｙ＝１/４ｘ２（－２≦ｘ≦４）の

ｙの変域と最大値・最小値につい

て考える。 

（Ｊ…じっくり考える） 

（Ｈ…はっきり表現する） 

 

 

 

・問（上記の類題）をする。 

（Ｋ…くり返し挑戦する） 

・関数ｙ＝ａｘ２では，ａ＞０のとき最小値が０， 

ａ＜０のとき最大値が０として決まることを，グ 

ラフから理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

・グラフの慨形をかかせる際に格子の無い図にかか 

せる。（素早くグラフのイメージを掴ませることを 

目的とする。） 

・ｙの変域の求め方は，ｘの変域にｘ＝０を含むと 

きと含まないときで異なることを確認する。 

 また，単調増加（単調減少）であることが分かる 

ときには，ｙの最大値・最小値はグラフの両端の点 

を読み取ればよいことを確認する。 
 

・必ず，端点の座標を調べてからグラフの慨形をか 

かせた上で，ｙの変域（最大値・最小値）を調べ

るように指示する。 

エ 

関数ｙ＝ａｘ２の

グラフについて，

最大値と最小値の

意味を理解し，変

域のあるグラフの

最大値・最小値を

読み取ることがで

きる。（発言内容・

行動観察） 

ま
と
め 

（
５
分
） 

・本時のまとめをする。 ・グラフから，グラフの端点がｙの最小値（最大値）

にはならいこと，そして原点が変域に含まれる場

合は，におけるｙ＝０がｙの最小値（最大値）と

なることを確認する。 

 

④ 本 時 の学 習 （７/１８） 

【本時のめあて】 
ｙ＝ａｘ２の値の変化について調べることができる① 

○ｙ＝ｘ２の最小値は０，ｙ＝

－ｘ２の最大値は０だね。 

○ｙ＝ｘ２の最大値やｙ＝－

ｘ２の最小値ってあるのか

な。 



 
 
１ 本時の目標 
  関数ｙ＝ａｘ２の変化の割合が一定でないことを理解するとともに，その求め方についても理解

することができる。 
２ 本時の評価 

評価規準 評価基準 
ウ 
関数ｙ＝ａｘ２の変化の割合の意味を

理解し，変化の割合が一定でないことや

変化の割合の求め方を，表やグラフをも

とに説明することができる。 

（ノート・行動観察）【知－①】 

Ａ 関数ｙ＝ａｘ２の表やグラフをもとに変化の割合が一定ではないこ

とや変化の割合の求め方を説明することができる。 

Ｂ 関数ｙ＝ａｘ２変化の割合が一定ではないことと変化の割合の求め

方を理解することができる。 

Ｃ 変化の割合の求め方を理解することができる。 

３ 準備物 
  ワークシート 
４ 学習展開（８限目/１８） 

 

学習
過程 課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・創造・表現 実行 振り返り 

学 習 活 動 
○予想される生徒の思考 

指導上の留意点 
評価規準 

(評価方法) 
【資質・能力】 

導
入
（
１
０
分
） 

 
・変化の割合の意味について確認 

する。 

 

 

 

 

 
 

 

 

・ある場所からある場所まで移動するときに実際に

は，スピードが変化したり止まったりする場面を

グラフに示し（黒色のグラフ），その後平均の速さ

は赤色のグラフの傾きによって求められることを

確認する。この例を用いて，変化の割合とは２点

間の途中のさまざまな変化は無視して，平均する

と単位あたりどのような変化をしているかを調べ

たものが変化の割合であることを再度確認する。 

 

展
開
①
（
１
５
分
） 

・ｙ＝ｘ２とｙ＝－ｘ２について表 

やグラフから値の変化の仕方を

調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（Ｊ…じっくり考える） 

（Ｈ…はっきり表現する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表やグラフから値の変化の仕方について読み取れ

ることを，ワークシートにかき入れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ｙ＝ｘ２とｙ＝－ｘ２のどちらも，ｘ＜０とｘ＞０

とで変化の割合の符号が変わること，ｘの絶対値

が大きくなるにつれてｙの値の増減が大きくなる

ことを表やグラフから捉えさせ，関数ｙ＝ａｘ２

の変化の割合は一定ではないことを理解させる。 

 

ウ 

関数ｙ＝ａｘ２の

変化の割合の意味

を理解し，変化の

割合が一定でない

ことや変化の割合

の求め方を，表や

グラフをもとに説

明することができ

る。（ノート・行

動観察）【知－①】 

④ 本 時 の学 習 （８/１８） 

【本時のめあて】 
ｙ＝ａｘ２の値の変化について調べることができる② 

○１次関数と比べるとなんか

値の変化の仕方がどんどん

変わっているな。 

○場所によって変化の仕方が

大きくなったり小さくなっ

たりしているな。 

○場所によって，変化の割合

の符号が変わったりしてい

るな。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展
開
②
（
２
０
分
） 

・関数ｙ＝ａｘ２の変化の割合の求

め方を確認する。 

（Ｈ…はっきり表現する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問をする。 

（Ｋ…くり返し挑戦する） 

・変化の割合を求める際に，下図のように，表を用

いてどの部分が「ｘの増加量」でどの部分が「ｙ

の増加量」であるかを示す。 

 

 

 

 

 

 

・１次関数では，変化の割合は，「ｘの増加量が１

のときのｙの増加量」であることも確認し，展開

①で用いた表を再度提示し，この考えからも関数

ｙ＝ａｘ２の変化の割合が一定ではないことを押

さえておく。 

 

・ミニ表を必ず書かせ，どの部分がｘの増加量で，ど

の部分がｙの増加量であるかを確認する。 
       
 
 
 
 
 
・変化の割合を求めさせる際に，「変化の割合＝ｙ/
ｘ」ではなく，「変化の割合＝ｙの増加量/ｘの増

加量」と言わせるようにする。 
・表から変化の割合を計算する際に，ｘの増加量とｙ

の増加量を分母・分子逆に代入する生徒がいること

が予想されるので机間指導で確認する。 
 

 

ま
と
め
（
５
分
） 

・本時のまとめをする。 ・関数ｙ＝ａｘ２では，変化の割合は一定ではない

こと，また変化の割合は，１次関数のときと同様

に「変化の割合＝ｙの増加量/ｘの増加量」で求め

られることを確認する。 

 

 

○１次関数のときと変化の割

合の求め方は同じだね。 

○ｘの増加量とかｙの増加量

ってなんだったかな。 



 
 
１ 本時の目標 
  関数ｙ＝ａｘ２の変化の割合が，具体的な事象の中でどんなことを意味するかを考察すること

ができる。 
２ 本時の評価 

評価規準 評価基準 
イ 

関数ｙ＝ａｘ２の変化の割合が，落下運

動においてどんなことを意味するかを

考察することができる。 

（ノート・行動観察） 

Ａ 
落下運動における瞬間の速さについて調べることができ，１秒後の

瞬間の速さ（加速度）と重力加速度との関係について理解すること

ができる。 

Ｂ 落下運動における平均の速さや瞬間の速さが変化の割合で求められ

ること理解し求めることができる。 

Ｃ 落下運動における平均の速さや瞬間の速さが変化の割合で求められ

ること理解すことができる。 

３ 準備物 
  ワークシート 
４ 学習展開（９限目/１８） 

学習
過程 課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・創造・表現 実行 振り返り 

学 習 活 動 
○予想される生徒の思考 

指導上の留意点 
評価規準 

(評価方法) 

導
入
（
５
分
） 

 
・落下運動において，落下した距離 

 は時間の２乗に比例することと， 

 その時間と距離の関係を式で表 

されることを確認する。 

 

 

 

 

・落下運動の法則は，ガリレオによって発見されたと

いわれていることを示し，重力加速度 9.8m/s2を用

いて時間ｘと距離ｙの関係をｙ＝1/2×9.8×ｘ２

すなわちｙ＝4.9ｘ２で表すことができ，本時では

便宜的に重力加速度を10m/s2として扱い，ｙ＝５

ｘ２を用いて考えることを確認する。 

 

展
開
（
４
０
分
） 

・落下運動の各区間における平均 

の速さを求める。 

 

 

 

 

 

（Ｊ…じっくり考える） 

 

 

 
 
・区間をどんどん小さくしていき， 

 1 秒後の瞬間の速さを調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

・各区間で求めた平均の速さが各区間における変化

の割合であることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
・区間を小さくすればするほど，平均の速さ 

が 10m/s に近づいていることを確認する。 

 

・表から 1秒毎の速さの差が 10m/s である

ことを示し，1秒毎に速さが 10m/s ずつ増

加していることに着目させ，これが重力

加速度（加速度）であることを確認する。 

イ 

関数ｙ＝ａｘ２の

変化の割合が，落

下運動においてど

んなことを意味す

るかを考察するこ

とができる。 

（ワークシート・

行動観察） 

ま
と
め 

（
５
分
） 

・本時のまとめをする。 ・関数ｙ＝ａｘ２やその変化の割合が日常の落

下運動などにも使われていることを確認す

る。 

 

④ 本 時 の学 習 （９/１８） 

【本時のめあて】 
ｙ＝ａｘ２の値の変化について調べることができる③ 

○平均の速さと変化 

の割合って同じな

んだね。 

 



 
 
１ 本時の目標 
  関数ｙ＝ａｘ２の値の変化の仕方について理解し，知識を身に付けている。 
２ 本時の評価 

評価規準 評価基準 
エ 

今まで学習してきた関数における値の

変化の仕方について，グラフや表を使

って，整理することができる。 

（コンセプトマップ）【知－①】 

Ａ 関数ｙ＝ａｘ２の値の変化の仕方について簡潔にまとめ，数学的な表

現を正しく用いて，コンセプトマップに整理することができる。 
Ｂ 関数ｙ＝ａｘ２の値の変化の仕方について簡潔にまとめ，コンセプト

マップに整理することができる。 
Ｃ 関数ｙ＝ａｘ２の値の変化の仕方についてコンセプトマップにまと

めることができる。 
３ 準備物 
  コンセプトマップ 
４ 学習展開（１０限目/１８） 

 

 
 
 

学習
過程 課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・創造・表現 実行 振り返り 

学 習 活 動 
○予想される生徒の思考 

指導上の留意点 
評価規準 

(評価方法) 
【資質・能力】 

振
り
返
り 

（
８
分
） 

・これまで５時間をかけて学習して 
きたことを振り返る。 

（Ｋ…くり返し挑戦する） 

・教科書，ノートをもとにめあてを見ながらどのよ 

うな学習をしてきたのかを１時間ごと，以下の内 

容をキーワードに挙げ簡単に振り返らせる。 

○７時間目：関数ｙ＝ａｘ２の最大値・最小値 

○８時間目：関数ｙ＝ａｘ２の変化の割合 

○９時間目：関数ｙ＝ａｘ２の変化の割合を 

使った日常の事象における考察 

・黒板に，振り返りで出た生徒の発言を残しておく。

 

導
入 

（
２
分
） 

・本時のめあてを確認する。 
 
 
 

・６時間目に行ったコンセプトマップの続きを整理

することを確認する。 

 
 
  

 

展
開
（
１
０
分
） 

・コンセプトマップを作成する。 

（Ｈ…はっきり表現する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教科書，ノートをもとにコンセプトマップの以下 
の範囲を仕上げさせる。 

・作成したものについて机間指導を行い，特に誤字 
 や意味の間違いについては，指導する。 

【コンセプトマップ：７～９時間分】 
 

エ 

今まで学習してき

た関数における値

の変化の仕方につ

いて，グラフや表

を使って，整理す

ることができる。 

（コンセプトマッ

プ）【知－①】 

ま
と
め 

（
３
０
分
） 

 
・本時のまとめをする。 

 

 

・数学の学習（ワーク）を使って 

演習をする。 

 （Ｋ…くり返し挑戦する） 

・コンセプトマップは完成後評価することを再度伝 

える。 

 
・演習の際は教え合いをしながら４人班で行う。 

・机間指導により，各グループの教え合いのサポー

トを行う。 

 

④ 本 時 の学 習 （１０/１８） 

○これまで５時間でどんなこ

とを学習したか整理できて

いないな。 

【本時のめあて】 
これまで学習した関数の値の変化について，特徴を整理することができる 

○どのようにすれば，分かりや

すくまとめられるかな。 

○表やグラフの入れると，値の

変化の仕方がよく分かるか

ら，表やグラフもいれてまと

めよう。 

○何がポイントだったかな？ 

 教科書やノート，ワークシー

トをもう一度見直そう。 



 
 
１ 本時の目標 
  図形の動きを捉え，条件の変化を場合分けにより整理し，２つの数量関係を式やグラフに表し，

読み取ることができる。 
２ 本時の評価 

評価規準 評価基準 
イ 

具体的な事象を，関数ｙ＝ａｘ２を利用

して考察し，自らの考えで結論を導く

ことができる。 

（ワークシート・行動観察） 

【思－①，②，③】 

Ａ 
図形の動きによって，２つの数量関係が途中で変化することを理解

し，２つの数量関係について変域ごとに式やグラフに表し読み取る

ことができる。 

Ｂ ２つの数量関係を変域ごとに式やグラフに表し，必要な情報を読み

取ることができる。 

Ｃ 変域ごとに表した式やグラフをもとに，必要な情報を読み取ること

ができる。 
３ 準備物 
  ワークシート，模型（図形の移動により，２つの数量関係の変化の様子が視覚的に分かるもの） 

４ 学習展開（１１限目/１８） 

 

学習
過程 課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・創造・表現 実行 振り返り 

学 習 活 動 
○予想される生徒の思考 

指導上の留意点 
評価規準 

(評価方法) 
【資質・能力】 

導
入
（
５
分
） 

 
・本時の問題の確認をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時より，学習した事を活用して考える問題を考

えることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

・問題は，図形の動点の問題であるが，図形がどの

ような動きをして，どのように２つの数量関係が

変化しているのかを，模型を用いて視覚的に確認

する。 

 
 

 

 

展
開
①
（
３
０
分
） 

 
・２つの数量関係の変化を捉え，場

合分けして，２つの数量関係を変

域ごとに式やグラフに表す。 

【２つの数量関係を式に表す】 

 ①重なる部分が三角形になるとき 

 

 

 

 

 

  

②重なる部分が四角形になるとき 

 

 

 

 

 

・ワークシートに左記の図を示し，必要な情報をか

き入れるようにさせる。 

・４人グループにしておき，グループ内で分からな

い生徒をサポートするよう指示する。 

・重なる部分が三角形になるときと，四角形になる

ときを模型で示し，ｘの変域によって，面積を求

める式が変わることを理解させる。 

・場合ごとのｘの変域を確認した後，以下のことに

留意して，ｘとｙの関係を式で表す。 

 ①について 

  重なる部分がなぜ１辺がｘ㎝の直角二等辺三形

になるのかを確認する。 

 ②について 

  重なる部分の上底がなぜ（ｘ－４）㎝と合わせ

るのかを確認する。 
 

イ 

具体的な事象を，

関数ｙ＝ａｘ２を

利用して考察し，

自らの考えで結論

を導くことができ

る。 

（ワークシート・

行動観察） 

【思－①，②，③】 

④ 本 時 の学 習 （１１/１８） ～活 用 ①～ 

【本時のめあて】 
２つの数量関係をグラフに表し，必要な情報をグラフから読み取ることができる 

○模型で，問題の意味はよく

分かったけど，何から考え

ていけばよいか分からない

な。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【２つの数量関係をグラフに表す】 

 ①重なる部分が三角形になるとき 

  ｙ＝１/２ｘ２（０≦ｘ≦４） 

  

②重なる部分が四角形になるとき 

  ｙ＝４ｘ－８（４≦ｘ≦８） 

（Ｊ…じっくり考える） 

（Ｈ…はっきり表現する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ワークシートに左記の図を示  

 しグラフをかかせる。 

・①と②で色を分けてグラフを 

かかせる。 

・このグラフから，ｘの値が増 

 加すると，それにともなって， 

ｙの値も増加していること， 

また，０≦ｘ≦４と４≦ｘ≦８ 

でｙの増加の仕方に違いが  

あることなど，グラフから読 

み取れることや特徴を全体 

で交流する。 

 

展
開
②
（
５
分
） 

・問をする 

（Ｊ…じっくり考える） 

 

 

 

 

・グラフを用いて問を解決するため 

の方法を交流する 

（Ｈ…はっきり表現する） 

 

・どのように考えればよいかも説明できるよう指示

する。 

 

 
 
・グラフの読み取り方（ｘ座標からｙ座標の読み取

り，ｙ座標からｘ座標の読み取り）を確認する。 

 

 

 

 

 

 

ま
と
め
（
１
０
分
） 

 
・本時のまとめをする。 

 

 

・適応題をする。 

 

 

 

 

 （Ｋ…くり返し挑戦する） 

・２つの数量関係を，場合分けによって整理し，式や

グラフに表すことで，よりその関係や具体的な数量

を読み取ることができることを確認する。 

 

 

 

 

・面積を２㎝２，４㎝２，８㎝２のいずれかの場合を

生徒に選択させる。 

・グラフからでは，読み取れない場合でも，式を用

いれば求められることを確認する。 

 

○２つの数量関係が変化する

ところに注目し，その前と

後で分けて整理するとその

関係が整理しやすいんだ

ね。 

○グラフに表すと，ｘとｙの

値の変化の仕方がよく分か

るね。 

○計算をしなくても，具体的

な数量（または，およその

数量）をグラフから読み取

ることができるんだね。 



 
 
１ 本時の目標 
  振り子運動について，何が「周期」に影響を与えるのかを考察し，パフォーマンス課題①の解

決方法を考えることができる。 
２ 本時の評価 

評価規準 評価基準 
ア 

具体的な事象から取り出した２つの数

量の関係について調べ，協働的に情報

収集することがきる。 

（行動観察）【主－①，他－①】 

Ａ 
協力して実験を行い，「周期」に影響を与えているものが何である

かを見いだすことができ，実験結果からその数量関係が関数関係に

あることを説明することができる。 

Ｂ 協力して実験を行い，「周期」に影響を与えているものが何である

かを見いだすことができる。 

Ｃ 協力して実験を行い，「周期」に影響を与えているものが何である

かを理解することができる。 

３ 準備物 
  ワークシート，【スタンド・タコ糸（50 ㎝，1ｍ）・重り（40ｇ，80g）・ストップウォッチ・ 
  分度器】×６，掲示物（パフォーマンス課題①） 
４ 学習展開（１２限目/１８） 

学習
過程 課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・創造・表現 実行 振り返り 

学 習 活 動 
○予想される生徒の思考 

指導上の留意点 
評価規準 

(評価方法) 
【資質・能力】 

導
入
（
１
０
分
） 

 
・本時の学習内容を確認する。 

小学校理科で学習した振り子運

動について，実験を通して振り返

り，次時のパフォーマンス課題①

の解決に向けて，必要な情報を収

集することを確認する。 

 

 

 

・パフォーマンス課題①の一部（ハイジがブランコ

に乗っている絵）を提示し，この絵が次時のパフ

ォーマンス課題①を解くための鍵となることを示

し，ブランコ（振り子運動）の「周期」について

説明する。 

・「周期」は振り子の何を変えると変化するのかを

生徒に問う。 

・本時の実験の説明をする。 

 

展
開
（
３
０
分
） 

・「周期」に影響を与えているもの

を実験で調べる。 

（Ｊ…じっくり考える） 

 

・結果を交流する。 

（Ｈ…はっきり表現する） 

 

・以下のワークシートにより，グループで実験を行

い，データを整理させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 

具体的な事象から

取り出した２つの

数量の関係につい

て調べ，協働的に

情報収集すること

がきる。 

（行動観察）【主

－①，他－①】 

ま
と
め 

（
１
０
分
） 

・実験結果のまとめをする。 

 

・次時（パフォーマンス課題①）の

予告をする。 

  

・「周期」に影響を与えているのは，「長さ」であ

ることを確認する。 

・様々な「長さ」に対して「周期」も変化し，「長

さ」を 1つ定めると「周期」もただ１つ定まるこ

とを，実験で示し，「長さ」と「周期」が関数関

係にあることを確認する。 

 

④ 本 時 の学 習 （１２/１８） ～活 用 ②の事 前 学 習 ～ 

【本時のめあて】 
パフォーマンス課題①の解決方法を考えることができる 

○「周期」に影響を与えている

のは，「重さ？」「振れ幅？」 

 「長さ？」どれだろう。 

○実験結果から，「周期」が「長

さ」に影響を受けることが分

かった。「重さ」や「振幅」 

 は関係がないことは意外だ

ったな。 



 
 
１ 本時の目標 
  振り子の「長さ」と「周期」の関係に着目し，「長さ」が周期の２乗に比例する関係であるこ

とを見い出し，表や式，グラフ等を用いて，協働的に課題解決をすることを通して，関数の意味

やそれを活用することの楽しさを実感することができる。 
２ 本時の評価 

評価規準 評価基準 
イ 

見いだした解決方法を使って，協働

的に課題を解決することができる。 

 

（ワークシート）【思－①，他－①】 

Ａ 他者と協力して，「長さ」と「周期」の関係を見いだし，表，式，グラフ

のいずれかを用いて「長さ」を求め，考察をまとめることができている。  

Ｂ 他者と協力して，表，式，グラフ等から「長さ」を求める方法を理解し，そ

の結果をもとに考察をまとめることができている。 

Ｃ 他者と協力して，ハイジのブランコのロープの長さを求め，考察をまとめ

ようとしている。 

３ 準備物 
  プロジェクター，パソコン，カメラ，ワークシート 
４ 学習展開（１３限目/１８） 

学習
過程 課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・創造・表現 実行 振り返り 

学 習 活 動 

○予想される生徒の思考 
指導上の留意点 

評価規準 
(評価方法) 

【資質・能力】 

導
入
（
１
０
分
） 

 

 

 

 

 

 

 

・本時のめあての確認をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「アルプスの少女ハイジ」の 

オープニングの映像を流し， 

本時の課題とめあてを確認さ 

せる。 

 

 

・前時の振り返りをする。 

 

 

 

 

・「長さ」と「周期」の関係を調べ

た結果を確認する。 

 

 

 

《提示する実験結果（イメージ）》 

 

 

 

・振り子運動では，「周期」は「重さ」や「振れ幅」

には，関係性がないことと，「長さ」と「周期」 

の間には，関係性がありそうだということなどを

実験により調べたことを確認させる。 

 

・あらかじめ「長さ」と「周期」の関係について，

実験をしておき，その結果を表にまとめておく。 

・「長さ」と「周期」の関係について実験結果を提

示する。課題解決のためには，この表からどのよ

うにして関係を調べたらよいかを考えさせる。 

 

④ 本 時 の学 習 （１３/１８） ～活 用 ②～ 

【本時のめあて】 
学習したことを使って，パフォーマンス課題①を解決することができる 

【パフォーマンス課題①】 

あなたは，ブランコの設計者です。ビルのオーナーから「アルプスの少女ハイジが乗っている

ブランコと同じブランコを私のビルに作ってくれ」と言われました。 

ハイジが乗っているロープの「長さ」を調べ，依頼者のビルに同じブランコが設置可能かどう

か考察しなさい。 

○「長さ」ってどうやって調

べたらよいのだろうか。 

 

○そういえば，「長さ」を変

えたときだけ，「周期」が

変化していたな。 

○「長さ」と「周期」にはど

んな関係があるのかな。 

 

長さ（ｍ） 0.2 0.4 0.8 1.2 1.6 2.0 

周期（秒） 0.9 1.3 1.8 2.2 2.5 2.8 

 



 
 
 
 
 
 

展
開
①
（
２
５
分
） 

◆個人思考（４人グループ） 

・実験結果（表）をもとに，「長さ」 

 と「周期」の関係を調べる。 

（Ｊ…じっくり考える） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆集団思考 

・「長さ」が「周期」の２乗に比例

していることを確認する。 

（Ｈ…はっきり表現する） 

 

 

・以下のような視点を持たせ，「長さ」と「周期」 

 との間にはどのような関係があるのかを見いださ 

せる。 

視点１：何をｘ，何をｙとして変化と対応の仕方 

を調べればよいのかを確認させる。 

 視点２：見いだした関数関係は，既習事項（比例・ 

反比例・１次関数・関数ｙ＝ａｘ２）な 

のか，未習事項なのかを確認させる。 

※既習している関数（比例・反比例・１

次関数・関数ｙ＝ａｘ２）の特徴や判別

について前時までにしっかりと定着さ

せる。 

・関係を調べるために，表以外にもグラフや式を用

いて考えてもよいことを伝える。 

 

 

 

 

 

・机間指導により，「長さ」が「周期」の２乗に比

例する関係であることを見いだすことができてい

るグループがあれば，そのグループの生徒に代表

して説明させる。 

  また，式やグラフを使って関係を見い出そうと

したり，結論を導こうとしたりする生徒がいれば，

その考えについても，全体へ紹介し，共有するよ

うにする。 

  

 

・「長さ」を求める際に，表だけでなく他の方法で

求める考え方なども生徒の考え等も拾いながら提

示し，共有する。 

 

・パフォーマンス課題の中にある，ビルに関わる情

報を再度確認し，何を根拠にブランコを設置する

のかを考えた上で考察を書くように指示する。 

 

 

 

イ 

見いだした解決方

法を使って，協働

的に課題を解決す

ることができる。 

（ワークシート）

【思－①，他－①】 

展
開
②
（
５
分
） 

 

・考察をワークシートにまとめる。 

（Ｈ…はっきり表現する） 

 

 

 

・これまで整理した自らの考えと全体で共有した事

がらを踏まえ，自らの考察をワークシートにまと

めさせる。 

・机間指導により，個人でまとめることが難しい生

徒については，他の生徒に説明を求めに移動して

もよいことを指示する。 

ま
と
め
（
１
０
分
） 

 
・本時のまとめ，振り返りをする。 
 
 
 

 

・自己評価及び本時の学習についての振り返りを書

かせる。 

 

 

 

○「長さ」と「周期」は今ま

で学習してきた関数で表せ

るのかな。 

○式やグラフにして考えるこ

とはできるのかな。 

○「長さ」と「周期」の関係

は，今まで学習した関数で

表せそうにないぞ。 

○変化の仕方を調べると，「長

さ」が４倍，９倍になると 

 「周期」が２倍，３倍にな

っていそうだけど，これは

２乗に比例しているといえ

るのかな。 

○なるほど，「周期」が２倍，

３倍になると，「長さ」が

４倍，９倍になるという見

方をすれば，「長さ」が「周

期」の２乗に比例する関係

だといえるんだね。 

○ということは，ハイジの乗

っているブランコの「周期」

が分かれば「長さ」が求め

られそうだ。 

○「長さ」は分かったけど， 

 この結果を踏まえて，どの

ように考察を書けばいいの

だろう。 



 
 
１ 本時の目標 
  学習したことを使って，自動車の「速さ」と「空走距離」，または「速さ」と「制動距離」の

関係を表や式，グラフを用いて整理し，課題を解決することができる。 
２ 本時の評価 

評価規準 評価基準 
イ 

具体的な事象から，既習の関数関係を

見いだし，その変化や対応の特徴を捉

え，表や式，グラフなどを用いて課題

解決することができる。 

（ワークシート）【思－①，②，③】 

Ａ 表や式，グラフを使って，「制動距離」が「速さ」の 2 乗に比例する

という関係を見いだすことができ，課題を解決することができている。 

Ｂ 表や式，グラフを使って，「制動距離」が「速さ」の 2 乗に比例す

るという関係を見いだすことができている。 

Ｃ 表や式，グラフを使って，「制動距離」が「速さ」の 2 乗に比例す

るという関係を見いだそうとしている。 
３ 準備物 
  ワークシート（評価問題），掲示物（自動車の「時速」と「空走距離」，「制動距離」の表） 
４ 学習展開（１４限目/１８） 

学習
過程 課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・創造・表現 実行 振り返り 

学 習 活 動 
○予想される生徒の思考 

指導上の留意点 
評価規準 

(評価方法) 
【資質・能力】 

導
入
（
２
０
分
） 

 
・自動車の「時速」「空走距離」「制

動距離」「停止距離」について確

認する。 

 

 

 

 

・本時の課題を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・以下の表と図を示し，「空走距離」「制動距離」

「停止距離」についての意味及び「停止距離」＝ 

 「空走距離」＋「制動距離」で表せることを確認

する。 

 

 

 

・「時速」と「空走距離」の関係が比例の関係であ

ると考えられ

ることを確認

しておく。 

                  

                 ・５分間，グ

ループで課

題解決の見

通しを持つ

時間をと

る。 

                   

 

展
開 

（
２
０
分
） 

・課題を評価問題として解く。 

（Ｊ…じっくり考える） 

（Ｈ…はっきり表現する） 

 

・評価問題を解く際に，ワークシートへは，以下の

内容を踏まえて解答するよう指示する。 

 ①「時速」と「制動距離」の関係を表や式，また

はグラフを用いて説明すること。 

 ②結論と理由は明示すること。 

イ 

具体的な事象か

ら，既習の関数関

係を見いだし，そ

の変化や対応の特

徴を捉え，表や式，

グラフなどを用い

て課題解決するこ

とができる。 

（ワークシート）

【思－①，②，③】 

ま
と
め 

（
１
０
分
） 

・本時のまとめをする。 

 

 

・評価問題を返却する際に，生徒の解答でＡ評価の

ものを精選し配布することを伝える。 

・高速道路の車間距離確認表示板や車線境界線（白

線）の長さ(8ｍ)やその間隔(12ｍ）の合計(20ｍ)

×５＝１００ｍになることにも触れる。 

④ 本 時 の学 習 （１４/１８） ～活 用 ②の評 価 問 題 ～ 

【本時のめあて】 
学習したことを使って，日常にある課題を解決することができる 

○「時速」と「制動距離」はどういう関係なんだろう。 

○表をみると，「制動距離」が「時速」の２乗に比例してそうだ。 



 
 
１ 本時の目標 
  学習したことを使って，２つの数量関係を表や式，グラフを用いて整理し考察することで，課題

を解決することができる。 
２ 本時の評価 

評価規準 評価基準 
イ 

具体的な事象から，既習の関数関係を

見いだし，その関係をもとに自ら課題

解決することができる。 

（ワークシート） 

【主－①，思－①】 

Ａ 表や式，グラフを使って，２人の「時間」と「距離」の関係を整理し，

それらを分析することで，課題を解決することができている。 

Ｂ 表や式，グラフを使って，２人の「時間」と「距離」の関係を整理し， 
分析することができる。 

Ｃ 表や式，グラフを使って，２人の「時間」と「距離」の関係を整理す

ることがでる。 
３ 準備物 
  ワークシート，プロジェクター，パソコン，ストップウォッチ，掲示物（パフォーマンス課題） 
４ 学習展開（１５限目/１８） 

学習
過程 課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・創造・表現 実行 振り返り 

学 習 活 動 
○予想される生徒の思考 

指導上の留意点 
評価規準 

(評価方法) 
【資質・能力】 

導
入
（
５
分
） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料① 

 

 

 

 

 

 

・本時のめあての確認をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料② 

 

 

 

 

 

・パフォーマンス課題②について，実際に動画を撮

影しておき，問題理解を促す。 

・パフォーマンス課題②は，単元の終末の課題にも

なるため，特に学習内容の基礎的知識（表や式，

グラフを用いて課題解決を図る）の活用がしっか

りを行えるよう，数値はあえて理想化したものを 

 提示する。 

 

 

 

 

④ 本 時 の学 習 （１５/１８） ～活 用 ③～ 

【本時のめあて】 
学習したことを使って，パフォーマンス課題②を解決することができる 

【パフォーマンス課題②】 

陸上部のあなたはマラソンの練習をしています。あなたが一定の速さで走り，地点Ａを通過し

た瞬間に，あなたに給水ボトルを渡そうと菅先生が地点Ａから自転車であなたと同じ方向に走り

出しました。菅先生はあなたに追いつくことができるのか，またはできないのか学習した事を使

って考察しなさい。 
 
 
 

菅先生 
あなた 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展
開
①
（
２
０
分
） 

◆個人思考 

・個人で課題解決の見通しを考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

◆個人思考２（４人グループ） 

・お互いの考えを交流し，協力して

課題解決に臨む。 

（Ｊ…じっくり考える） 

 

 

 

・資料②について，生徒等の質問内容に応じて，以

下の内容を踏まえ補足説明をする。 

 

 

 

 

 

 

 

・ワークシートには，表や式，グラフがかけるよう

にしておく。それらを課題解決のために用いるか

用いないかは生徒の判断にゆだねる。 

・課題解決の方法がなかなかまとまらないグループ

については，一定の時間他のグループへ偵察に行

かせる。 

 

イ 

具体的な事象か

ら，既習の関数関

係を見いだし，そ

の関係をもとに自

ら課題解決するこ

とができる。 

（ワークシート） 

【主－①，思－①】 

展
開
②
（
２
０
分
） 

◆集団思考 

・課題解決の方法を交流する。 

（Ｈ…はっきり表現する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・正解を動画で確認する。 

 

・机間指導において，「表」を用いて考えたグルー

プと「グラフ」を用いて考えたグループがいれば，

両方発表させる。またどのグループもどちらか一

方のみを用いて考えていた場合は，全体でもう一

方の方法も交流する。 

・「式」を用いて考える場合，ｙ＝３ｘとｙ＝0.3

ｘ２の連立方程式を解く必要があるが，1次関数の

学習における２直線の交点の座標の求め方を振り

返り，同様にして，交点の座標を求めることがで

きることを確認する。また，連立方程式を解く際， 

 ｙを消去すると２次方程式となり，解がｘ＝0，10 

 と２つ存在する。その意味もグラフを示しながら，

丁寧に指導する。 

 

・あらかじめ，資料①，②を踏まえ実際に給水ボト

ルを渡す場面をビデオで撮っておき，その動画を 

 流す。その際スタートしてから給水ボトルを手渡

すまでの時間を生徒にストップウォッチで計測さ

せる。 

ま
と
め
（
５
分
） 

・本時のまとめをする。 ・表だけでなく，式やグラフ等を用いることで，課

題解決の見通しが持てやすくなることを確認す

る。 

 

 

菅先生は，出発してからｘ秒間に進む距離をｙｍ

とするとき，0≦ｘ≦12 の範囲では，等加速度運

動，ｘ≧12 では，等速直線運動となること。 
 

○走る方は，資料①の表から 

 比例の関係にあることが分

かるね。 

○自転車は，資料②を見る限

り，２乗に比例する関係に

ありそうだな。 

 

○式やグラフもかいて考えた

方がいいのかな。 

 

○走る方は，式で表すと，ｙ

＝３ｘと表せるね，自転車

の方は，式で表すとｙ＝0.3

ｘ２と表せるね。 

○グラフをかくと２つのグラ

フが交わっているな。 

○グラフで交わっているとこ

ろは何を表しているんだろ

う。 



 
 
１ 本時の目標 
  身のまわりの事象からいろいろな関数関係を見いだし，グラフなどを用いてその特徴を調べる

ことができる。 
２ 本時の評価 

評価規準 評価基準 
ア 

これまでに学習していない関数の存在

に気づき，それらの特徴を自ら見いだそ

うとしている。 

（ワークシート・行動観察） 

Ａ ２つの数量関係について，新たな関数の存在に気付き，積極的に，

表や式，グラフを用いてその関係を見いだすことができる。 

Ｂ ２つの数量関係について，新たな関数の存在に気付き，積極的に，

表や式，グラフを用いてその関係を調べようとすることができる。 

Ｃ ２つの数量関係について，これまで学習した関数では表せないもの

がまだ多く存在することに気づくことができる。 
３ 準備物 
  ワークシート 
４ 学習展開（１６限目/１８） 

学習
過程 課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・創造・表現 実行 振り返り 

学 習 活 動 
○予想される生徒の思考 

指導上の留意点 
評価規準 

(評価方法) 
【資質・能力】 

導
入
（
１
５
分
） 

 
・これまでどのような関数を学習し

てきたかを交流する。 

（Ｋ…くり返し挑戦する） 

・新たな２つの数量関係について交

流する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

・比例，反比例，１次関数，２乗に比例する関数に

ついて，それぞれの特徴も含め確認する。 

 

・折り紙を折った「回数」と重なった「枚数」との

関係（指数関数）や球の「長さ」と「体積」の関

係（３次関数），観覧車の回転する「時間」また

は「角度」と「高さ」の関係（三角関数）などを

取り上げ，具体的な数量や表，グラフを示すこと

で，新たな関数の存在に気付かせるとともにその

特徴や活用することに興味・関心を持たせる。 

ア 

これまでに学習し

ていない関数の存

在に気づき，それ

らの特徴を自ら見

いだそうとしてい

る。 

（ワークシート・

行動観察） 

展
開
（
３
０
分
） 

・１つの式で表せない関数（通称：

階段関数）について調べる。 

（Ｊ…じっくり考える） 

（Ｈ…はっきり表現する） 

 

・問をする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ここでは，２つの数量の関係を１つの式で表せな 

 い関数の例として，階段関数を取り上げ，式で表

すことが困難な場合であっても，これまで学習し

てきた表やグラフを用いることで，その変化や対

応の仕方を調べることができることを確認する。 

 

・階段関数の一つである，ガウス記号   

を用いた，ｙ＝[ｘ]についても問と

して生徒に考えさせる。 

   ・グラフの ○や●の意味を再度確認す 

る。 

 

ま
と
め 

（
５
分
） 

・本時のまとめをする。 

 

 

・関数の世界観（既習の関数と未習の関数）につい   

 て振り返り，関数の面白さやこの領域の広がりに

ついて話をする。 

・次時では，階段関数の活用問題にチャレンジして

もらうことを案内する。 

 

④ 本 時 の学 習 （１６/１８） ～探 究 ～（いろいろな関 数 ） 

【本時のめあて】 
未知の関数について調べることができる 



 
 
１ 本時の目標 

２つの数量関係を式に表すことが難しい関数について，表やグラフを使って課題を解決するこ

とができる。 
２ 本時の評価 

評価規準 評価基準 
イ 

具体的な事象から，２つの数量関係を表

やグラフで整理し，そこから必要な情

報を表やグラフから読み取ることがで

きる。 

（ワークシート）【思－①，②，③】 

Ａ 表やグラフを使って，条件に応じて複数ある宅配物の料金を読み取

ったり，比較することにより課題解決することができる。 

Ｂ 表やグラフを使って，条件に応じて複数ある宅配物の料金を読み取

ったり，比較することができる。 

Ｃ 表やグラフから，１つの宅配物の料金を読み取ることができる。 

３ 準備物 
  ワークシート，宅配物のモデル×５個，掲示物（Ａ社，Ｂ社の表とグラフ） 
４ 学習展開（１７限目/１８） 

学習
過程 課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・創造・表現 実行 振り返り 

学 習 活 動 
○予想される生徒の思考 

指導上の留意点 
評価規準 

(評価方法) 
【資質・能力】 

導
入
①
（
５
分
） 

 
・宅配便の料金について，宅配物の

縦，横，高さの長さの和によって

料金が決まるものや，重量によっ

て料金が決まるものがあること

を確認する。 
・２社の宅配便を利用して，重量１.８

ｋｇで，縦２０ｃｍ，横１０ｃｍ， 
高さ４０ｃｍ直方体の宅配物を

送るとき，宅配料金がいくらかか

るかを表やグラフを使って考え

てくことを確認する。 
 

 

 

・問題把握のための基本事項を正確に理解できてい

るか確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

展
開
①
（
５
分
） 

・課題解決に向けて，ステップ１の
問題をする。 
重量１.８ｋｇで，縦２０ｃｍ， 
横１０ｃｍ，高さ４０ｃｍの直方 
体の宅配物を１つ送るとき，宅配 
料金はＡ社，Ｂ社それぞれいくら
になりますか。表やグラフをもと
に説明しなさい。 

 

 

・１つの宅配物について，情報からＡ社，Ｂ社の料

金がそれぞれいくらになるかを表からとグラフか

ら，どちらからでも読み取れるようにする。 
・状況を見て，ステップ１の問題について全体で交

流する。 

イ 

具体的な事象か

ら，２つの数量関

係を表やグラフで

整理し，そこから

必要な情報を表や

グラフから読み取

ることができる。 

（ワークシート）

【思－①，②，③】 

展
開
②
（
１
０
分
） 

・課題解決に向けて，ステップ２の

問題をする。 

 宅配物５つをＡ社，Ｂ社のどちら 

かで送る場合，料金はそれぞれ 

 いくらになるか答えなさい。 

 

 

 

 

 

・宅配物は全て同じ場所に送ることを伝える。 
・複数の荷物をひとまとめにしてもよいことを伝える。 
・状況を見て，ステップ２の問題について全体で交

流する。 

④ 本 時 の学 習 （１７/１８） ～探 究 ～（いろいろな関 数 ） 

【本時のめあて】 
階段関数を用いて課題を解決することができる 
 

Ａ社 … ３辺の長さの和が６０ｃｍまで６００円。 
  その後２０ｃｍごとに２００円ずつ料金が上がっていく。 

Ｂ社 … ２ｋｇまで６００円。 
    その後２ｋｇごとに１５０円ずつ料金が上がっていく。 
課題 
Ａ社，Ｂ社両方を使って５つの宅配物を分けて送るとき，Ａ社，Ｂ社

の宅配業者をどのように利用すれば宅配料金が一番安くなるか考え

よう。 

○表の見方がなんとなくわかったぞ。 

○僕は表よりグラフの方が読み取りやすいな。 

○Ａ社では，５つの宅配物をまとめると３辺の総和が１１０ｃｍになるので，表を見ると，宅配料金は

１２００円になりそうだな。 

○Ｂ社では，５つの宅配物をまとめるとその重さの合計が９ｋｇとなるので宅配料金は１２００円にな

りそうだな。Ａ社と同じ料金だね。 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                               参考資料：ワークシート 
 

展
開
③
（
１
５
分
） 

・ステップ３で，課題を解決する。  

 Ａ社，Ｂ社両方を使って５つの宅

配物を分けて送るとき，Ａ社，Ｂ

社の宅配業者をどのように利用

すれば宅配料金が一番安くなる

か考えよう。 

 

 

 

 

 

 

 

・宅配物は全て同じ場所に送ることを伝える。 
・複数の荷物をひとまとめにしてもよいことを伝える。 
・必ずＡ社もＢ社も利用しなければいけないことを 
 確認する。（Ａ社：０個，Ｂ社：５個などはダメ） 
・状況を見て，問題３について全体で交流する。 
 
 
 
 
 
 

 

ま
と
め
（
１
５
分
） 

・本時のまとめをする。 

 

 

 

・適用題をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本課題のように比較する対象の数量の単位等が異

なる場合，複数の資料を統合・整理して考えなけ

ればならないことやそのために表やグラフを用い

て整理することが有効であることを確認する。 

・適用題については，次回提出することを伝える。 

・ 

 

○何個ずつに分ければ，最も

安くなるのかな。 

○Ａ社とＢ社の宅配物の分け

方は，全部で何通りあるの

かな。 

追加情報 

先ほどのＡ社，Ｂ社に加えてＣ社が参入してきました。Ｃ社は宅配物の長さの総和や重さに関係なく宅配

距離によって料金がグラフ３のように決まっています。 

Ａ社とＢ社は１００ｋｍまでの料金設定をグラフ１，グラフ２に示していましたが，Ｃ社の登場により以

下の条件を加えました。 

条件①：Ａ社を利用する場合１００ｋｍを超えると宅配料金に５００円追加料金がかかる。 

条件②：Ｂ社を利用する場合１００ｋｍを超えると宅配料金に６００円追加料金がかかる。 

問題 
重量１.８ｋｇで，縦２０ｃｍ，横１０ｃｍ，高さ４０ｃｍの直方体の宅配物を３つずつ，５０ｋｍと１５

０ｋｍ離れた親戚の家に送りたい。このとき，それぞれどこの業者を利用するのが一番安く送ることがで

きるか答えなさい。 



 
 
１ 本時の目標 
  関数ｙ＝ ａｘ２について，学習した事を振り返り，理解を深めることができる。 
２ 本時の評価 

評価規準 評価基準 
エ 
本単元を学習して，何を学習したのか，

どんな知識・技能を得たのかを振り返

ることができる。 

（コンセプトマップ，振り返りシート） 

【知－①，他－②】 

Ａ 関数ｙ＝ａｘ２の活用・探究で学習した事を，要点を精選し，簡潔に

コンセプトマップに整理することができる。 

Ｂ 関数ｙ＝ａｘ２の活用・探究で学習した事を，簡潔にコンセプトマッ

プに整理することができる。 

Ｃ 関数ｙ＝ａｘ２の活用・探究で学習した事を，コンセプトマップにま

とめることができる。 
３ 準備物 
  特になし 
４ 学習展開（１８限目/１８） 

 

学習
過程 課題の設定 情報の収集 整理・分析 まとめ・創造・表現 実行 振り返り 

学 習 活 動 
○予想される生徒の思考 

指導上の留意点 
評価規準 

(評価方法) 
【資質・能力】 

導
入
（
５
分
） 

 
・本時の確認をする。 

 

 

・この章で学習してきたことについて，大きく何に 
ついて学習したのかを生徒に確認する。 

・この章で学習した，一次関数について，何が分か 
り，何ができるようになったのかを，この時間で 
振り返ることを確認する。 
 
 

 

 

展
開
（
３
５
分
） 

・この章で学習した，２乗に比例す

る関数についての振り返りをす

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・２乗に比例する関数について，単元で学習したこ

とをコンセプトマップにまとめさせる。 
・ノートや教科書を参考に自分の言葉でまとめさせる。 
・机間指導により，学習してきたことの過程がイメ 
ージできるようなまとめ方をしている生徒につい 
ては評価をし，全体にも紹介する。 

 
【コンセプトマップ：１１～１７時間分】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エ 

本単元を学習し

て，何を学習した

のか，どんな知

識・技能を得たの

かを振り返ること

ができる。 

（コンセプトマッ

プ，振り返りシー

ト） 

【知－①，他－②】 

ま
と
め 

（
１
０
分
） 

・単元を振り返る。 ・完成したコンセプトマップをもとに，本単元で学 
習した事の振り返りを発表させる。 

・コンセプトマップは，次時に集め，次の視点で評

価することを伝える。 
  ①数学的に正しい表現を用いているか 
  ②必要な情報を工夫してまとめられているか 

 

④ 本 時 の学 習 （１８/１８） 

【本時のめあて】 
学びの過程を振り返り学習した事をまとめることができる 


